
 

 

第 9回 再生普及推進のための連携チーム会合 

 

日時： 令和元年 5月 23日（木）14：00～16：00 

場所： 釧路地方合同庁舎 4階第三会議室 

 

 

 

------------------------- 議 事 ------------------------- 

   

１． 環境教育の取組み及び自然再生への参加機会の実施状況について 

 

２． 協議会からの情報発信について 

 

３． 第 3期再生普及行動計画の評価および第 4期計画（案）の検討について 

 

４． その他（各小委員会からの提案・連絡事項等） 

      

 

 

 

--------------------- 配布資料一覧 --------------------- 

 

資料 1 環境教育の取組み及び自然再生への参加機会の実施状況について 

資料 2 協議会からの情報発信について 

資料 3 第 3期再生普及行動計画の評価および第 4期計画（案）の検討について 

参考資料 1 関連ウェブサイトの案内 

参考資料 2 各サイトの様式の統一について 

参考資料 3 事業の進捗状況報告の様式 

参考資料 4 再生普及推進のための連携チーム取組み課題 

参考資料 5 再生普及推進のための連携チーム設置について 

別添資料   ワンダグリンダのウェブサイト等のリニューアル、学校における湿原学 

習支援体制について 

 

  

 

 

 



 

 

 

第 9回 再生普及推進のための連携チーム会合出席者名簿（敬称略） 

 

 

＜専門家＞ 

所属等 氏 名 

再生普及小委員会委員長（前北海道教育大学釧路校准教授）  高橋 忠一             

再生普及小委員会副委員長（釧路国際ウェットランドセン

ター主任技術委員） 
 新庄 久志                        

 

＜小委員会事務局＞ 

機関名［担当小委員会］ 出席者 

国土交通省北海道開発局釧路開発建設部治水課 

［湿原再生、旧川復元、水循環、土砂流入、地域づくり］ 

上席治水専門官    佐藤 尚樹 

治水専門官      金谷 将志 

管理専門官      阿部 祥一 

環境省北海道地方環境事務所釧路自然環境事務所 

［湿原再生、森林再生］ 
自然再生企画官    中西  誠 

林野庁北海道森林管理局釧路湿原森林ふれあい推進セン

ター ［森林再生］        
所長         川渕 義昭 

北海道釧路総合振興局釧路建設管理部事業室治水課  

［土砂流入］ 
主査（河川）          松本 正巳 

北海道釧路総合振興局産業振興部商工労働観光課 

［地域づくり］ 
主事         田中 龍輝 

 

 

＜事務局＞ 

機 関 名 出席者 

環境省北海道地方環境事務所釧路自然環境事務所 

［再生普及］    

統括自然保護企画官  徳田 裕之 

釧路湿原自然保護官  矢部 敦子 

公益財団法人北海道環境財団       

（再生普及行動計画オフィス） 

事務局次長      久保田  学 

環境教育課長     山本  泰志 

環境教育課      安田 智子 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

釧路湿原自然再生協議会再生普及小委員会 再生普及推進のための連携チーム名簿（敬称略） 

 

令和元年 5月 23日現在 

 

 

 

＜専門家＞ 

 

高橋 忠一 （再生普及小委員会委員長） 

 

 新庄 久志 （再生普及小委員会副委員長） 

 

   

＜協議会事務局＞ 

 

国土交通省北海道開発局釧路開発建設部 

［湿原再生、旧川復元、水循環、土砂流入、地域づくり］ 

 

環境省北海道地方環境事務所釧路自然環境事務所 

  ［湿原再生、森林再生、再生普及、地域づくり］ 

 

 林野庁北海道森林管理局釧路湿原森林ふれあいセンター ［森林再生］ 

 

  北海道釧路総合振興局釧路建設管理部 ［土砂流入］ 

 

北海道釧路総合振興局産業振興部 ［地域づくり］ 

 

北海道釧路総合振興局保健環境部 

 

渡辺 修 

 

 

＜その他＞ 

 

 

※ 委員長の判断により必要に応じて関係者に出席を要請する。 
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環境教育の取組み及び自然再生への参加機会について 

令和元年5月23日 

再生普及行動計画オフィス 

  

 

 

各小委事務局から事前にご提供いただいた情報は次のとおり。      ●：主催事業  〇：協力事業 

主
催 

各小委員会事務局が主催または支援を行う取組み 

湿
原
再
生 

＜開建治水課＞ 

● 釧路湿原を再生しよう！未利用地を湿原に再生する取組み 幌呂地区湿原再生現地見学会 

日時：令和元年7月～9月 

場所：幌呂地区湿原再生箇所（鶴居村下幌呂） 

内容：事業説明＋現場見学＋自然再生体験（ヨシ移植・外来種防除） 

対象：一般市民 

＜環境省＞ 

●アウトドア好き集まれ in達古武湖（仮） 

日時：令和元年8月下旬（予定） 

場所：釧路町達古武湖 

内容：カヌーを使ってのヒシ刈り 

対象：一般市民 

旧
川
復
元 

＜開建治水課＞ 

● 釧路湿原を再生しよう！直線河道を蛇行河川に戻す取組み 旧川復元現地見学会 

日時：令和元年7月～9月 

場所：茅沼地区旧川復元箇所（標茶町コッタロ原野） 

   ﾇﾏｵﾛ地区旧川復元箇所（標茶町オソベツ原野） 

内容：事業説明＋現場見学（復元箇所ｅボート川下りほか） 

対象：一般市民 

資料 1 
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森
林
再
生 

＜林野庁 釧路湿原森林ふれあい推進センター＞ 

●雷別ドングリ倶楽部 

（雷別国有林の森林再生のためのボランティア活動） 

日時：年3回開催予定 

場所：雷別国有林（標茶町雷別）他 

  内容：広葉樹の植樹と保護管（ツリーシェルター）の被覆等の森林整備活動他 
 

  ＜環境省＞ 

●自然再生を考える調査体験会 2019「森づくりと生き物調べ」（仮） 

日時：令和元年9月頃（予定） 

場所：達古武の森林再生地 

内容：事業説明＋現場見学＋森の動物調査 

対象：まなぼっと探検隊（釧路市生涯学習センターと共催） 

 

●自然再生を考える調査体験会 2020「沢の生き物調べ」（仮） 

日時：令和2年2月（予定） 

場所：達古武の森林再生地 

内容：事業説明＋現場見学＋冬の沢の生き物観察 

対象：一般市民 

水
循
環 

＜開建治水課＞ 

●釧路川流域の水・物質循環の体験 

 日時：令和元年10月～12月 

場所：幌呂地区（湧水、自然再生）等 

内容：水や土砂などのメカニズムの現地見学 

対象：一般市民・協議会委員 

 

●公開シンポジウム 

日時：令和元年10月～2年1月 

場所：未定 

内容：水・物質循環に係るシンポジウムなど 

対象：一般市民・協議会委員 

地
域
づ
く
り 

  －  

土
砂
流
入 

  ＜建設管理部治水課＞ 

●久著呂川自然再生の見学ツアー 

日時：令和元年8月下旬（予定） 

場所：久著呂川流域及び事業実施箇所 

内容：事業説明＋現場見学 

対象：一般市民 
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再
生
普
及 

＜環境省＞ 

●体感！釧路湿原～環境教育の視点から～ 

日程： 令和元年5月14日（火） 

場所： 環境省釧路湿原野生生物保護センター 

釧路町内のフィールド 

内容： フィールドワーク＋座学＋取組みの紹介 

対象： 小学校・中学校・高等学校教員 

共催： 釧路教育研究センター 

 

●第 23回フィールドワークショップ 

 日時：令和元年8月 

 場所：未定 

 内容：未定 

 対象：ワンダグリンダ・プロジェクト参加者 

 

●湿原研究発表ボード企画展示 

 日時：令和2年1月～3月（3箇所程度） 

 場所：未定 

 内容：湿原を題材とした研究発表ボード取組み校（4

校程度を予定）での展示ボード選定（評価フィー

ドバック）、学外展示 

 対象：取組み校における児童、一般 

 

○標茶町立標茶小学校 現地予察【実施支援】 

 日程： 令和元年5月13日（月） 

 場所： 達古武地区森林再生事業地、夢が丘木道 

 内容： フィールドおよび活動案説明 

 対象： 標茶小学校教諭 

 

○標茶町立標茶小学校【実施支援】 

 日程： 令和元年5月24日（金） 

 場所： 達古武地区森林再生事業地、夢が丘木道 

 内容： フィールドワーク＋取組みの紹介 

 対象： 標茶小学校5年生児童 

 

○釧路湖陵高等学校 釧路湿原巡検事前学習【実施支

援】 

 日程： 令和元年6月10日（月） 

 場所： 釧路湖陵高等学校 

 内容： 座学 

 対象： 釧路湖陵高等学校 理数科1学年生徒 

 

○釧路湖陵高等学校 釧路湿原巡検事前予察【実施支

援】 

日程： 令和元年6月18日（火） 

場所： 達古武地区森林再生事業地 

内容： 取組みの紹介＋トラップ設置 

対象： 釧路湖陵高等学校 理数科1学年代表生徒 

 

○釧路湖陵高等学校 釧路湿原巡検【実施支援】 

日程： 令和元年6月26日（水） 

場所： 達古武地区森林再生事業地、夢が丘木道およ

び展望台 

内容： フィールドワーク＋取組みの紹-介 

対象： 釧路湖陵高等学校 理数科1学年生徒 

 

ワンダグリンダ参加活動による実践予定 

〇みんなで調べる復元河川の環境・2019夏 

日時： 令和元年6月15日（土） 

場所： 釧路川茅沼地区 

内容： 蛇行復元された水辺環境の調査 

対象： 一般（環境調査） 

主催： 釧路国際ウェットランドセンター 

 

〇特定外来生物ウチダザリガニの捕獲体験 

 日時：令和元年7月28日（日） 

 場所：温根内ビジターセンター 

 内容：ウチダザリガニの捕獲体験と試食 

 対象：親子参加（小学生以上） 

 主催：釧路湿原国立公園ボランティアレンジャーの

会＆こどもエコクラブくしろ 

 

〇カヌーDE清掃in達古武湖 

 日時： 令和元年9月頃（予定） 

 場所：達古武湖 

 内容：未定 

 対象：一般 

 主催：環境コンサルタント株式会社 
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再
生
普
及 

＜環境省＞ 

 

○釧路市立中央小学校【実施支援】 

 日程： 令和元年7月11日（木） 

 場所： 温根内木道 

 内容： フィールドワーク 

 対象： 中央小学校5年生児童 

 

○釧路町立別保小学校【実施支援】 

 日程： 令和元年9月（調整中） 

 場所： 未定 

 内容： フィールドワーク 

 対象： 別保小学校5年生児童 

 

○釧路市立中央小学校【実施支援】 

 日程： 令和元年9月25日（水） 

 場所： 温根内木道 

 内容： フィールドワーク 

 対象： 中央小学校5年生児童 

 

○標茶町立標茶小学校【実施支援】 

 日程： 令和元年9月（予定） 

 場所： 標茶小学校 

 内容： 中間発表会での助言 

 対象： 標茶小学校5年生児童 

 

○釧路市立中央小学校【実施支援】 

 日程： 令和元年9月（予定） 

 場所： 温根内木道 

 内容： 中間発表会での助言 

 対象： 中央小学校5年生児童 

 

○標茶町立標茶小学校【実施支援】 

 日程： 令和元年12月（予定） 

 場所： 標茶小学校 

 内容： 学習発表会での助言 

 対象： 標茶小学校5年生児童 

 

○釧路市立中央小学校【実施支援】 

 日程： 令和元年12月（予定） 

 場所： 中央小学校 

 内容： 学習発表会での助言 

 対象： 中央小学校5年生児童 
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協議会からの情報発信について 

 

 

 

１.ウェブサイトによる情報発信について 

 

第 25回釧路湿原自然再生協議会において承認を受けた、各サイト更新体制、自然再生事業

の進捗状況報告等について、各事務局において以下を確認し対応していく。 

 

○各小委員会サイト共通 

 ・自然再生事業に関するウェブサイトの案内（参考資料１参照）を各サイトに掲載。 

 ・会議や行事の開催案内は、速やかに各サイトに掲載し、再生普及行動計画オフィスに共有。

（再生普及行動計画オフィスは情報収受後、隔週メールニュースで発信） 

 ・会議配布資料は実施後 1 週間以内、議事要旨は 1 ヶ月以内を目処で各サイトに掲載。 

 ・各サイトの見出しやタイトル、掲載順等を可能な範囲で統一する。（参考資料２参照） 

 

○実施計画毎に一般向けの年度ごとの進捗状況報告の作成、協議会サイトへの掲載 

（参考資料３参照） 

 ・目的（目的、事業内容、期待する効果）、H30 年度の取組み（これまでの進捗、前年度実施内

容、成果と課題）、今後の取組み予定を統一項目として記載。 

 ・地図、写真、図表等を用いて、A4 サイズ 1 ページ程度にわかりやすくまとめる。 

 

 

２.「釧路湿原自然再生パネル」・「釧路湿原自然再生ガイドブック英語版」の完成について 

 

・自然再生にかかるイベント、視察対応、ビジターセンター等での活用を進めていく。 

・ガイドブック（日本語版・英語版）の提供、事務局内でのパネルの貸し出しが可能なので、積

極的に活用を進めていく。 

・各事業の取組み紹介パネルについては、必要に応じて各事務局にて作成頂き活用していきた

い。 

 

資料 2 
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第 3期釧路湿原自然再生普及行動計画の評価および第 4期計画（案）の検討について 

 

 

 

１.検討の背景と方針 

 

・釧路湿原自然再生普及行動計画（以下、行動計画）は、釧路湿原自然再生協議会（以下、協

議会）としての取組み方針をまとめたものであり、5年毎に評価し見直すこととしている。 

・前回の見直しから 5年が経過したことから、第 3期行動計画の実施状況について、協議会と

しての取組みを評価し、今年度末の改訂を目指す。 

・行動計画の見直しにあたっては、行動計画の実施状況の評価を踏まえ、推進連携チームおよ

び再生普及小委員会での議論、第 26回協議会での承認を経て、第 4期行動計画として策定

する。 

 

２.検討スケジュール 

時期 概要 備考 

5/23 ・第 9回推進連携ﾁｰﾑ 

全体概要の共有、実施状況の評価の方針に係る意見交換 

 ⇒ 評価指標の検討・とりまとめ、評価案の作成  

 

 

協議会構成員アンケート
とりまとめ 

6/25 ・第 33回再生普及小委員会 

行動計画の実施状況の評価、改訂の方針に係る議論 

 

7月 

 

～ 

10月 

 ⇒ 実施状況の評価を踏まえた改訂の方針案を作成 

・各事務局、推進連携ﾁｰﾑ座長、再生普及小委員長、協議会会

長との意見交換 

 ⇔ 改訂の方針を検討、改訂案の作成  

 

11月 ・第 10回推進連携ﾁｰﾑ 

 改訂の方針、改定案に係る意見交換 

 ⇒ 改訂の方針、改訂案の見直し等  

 

12月 ・第 34回再生普及小委員会 

 改訂の方針、改訂案に係る議論 

 ⇒ 改訂の方針、改訂案の見直し等  

 

 

推進連携ﾁｰﾑ座長、再生
普及小委員長と意見交換 

2月 

～ 

3月 

・第 26回協議会 

 行動計画の実施状況の評価、第 4期行動計画案に係る議論 

 ⇒ 第 4期行動計画の策定  

 

 

WEBサイト掲載 

 

資料 3 
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３.評価の指標 

 

 今回の推進連携チームにおいては、第 3期行動計画の実施状況について、成果や課題の共有、

評価の視点等に係る意見交換を行い、今後の検討に反映していきたい。 

 評価指標として、以下のものを検討している。 

 

○再生普及小委員会の取組み評価 

＜ワンダグリンダプロジェクト＞ 

・登録数、登録活動の概要と動向、登録活動への一般参加者数、注目すべき成果と課題、行事

アンケート回答 

 

＜学校支援ワーキンググループ＞ 

・取組みの概要と動向、連携主体数、注目すべき成果と課題 

 

＜再生普及行動計画オフィス＞ 

・取組みの概要と動向、情報発信に係る取組み、注目すべき成果と課題 

 

○協議会としての取組み評価 

・現地見学会の実施状況と動向、行事アンケート回答 

・第 3期行動計画に係る各事務局の取組み 

・協議会構成員からのアンケート回答、構成員による注目すべき取組み 

 

○第 3期行動計画中の評価指標（算定が困難なもの、上記に含むものは除く） 

・3-1 人々と湿原の接点の拡大：釧路湿原に関する報道掲載数、ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ等の施設利用者数 

・3-3 市民参加による自然再生のモニタリング実施状況と動向 

・3-3 寄付金および基金活用の動向 
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関連ウェブサイトサイトの案内 

 

 

 

 

参考資料１ 

各サイト リンクアドレス（確認） 

協議会 https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/qgmend0000003ppq.html 

湿原再生 https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/b0sadt000000avgl.html 

旧川復元 https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/b0sadt000000aw30.html 

森林再生 http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/kusiro_fc/committee/index.html 

水循環 https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/b0sadt000000awjf.html 

土砂流入 http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/kk/kkk/dosyaryunyu.htm 

地域づくり http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/ss/srk/kanko/iinkai.htm 

再生普及（注！オフィスWEBサイト内） 

https://www.kushiro-wanda.com/kushiro-

database01/%E5%86%8D%E7%94%9F%E6%99%AE%E5%8F%8A%E5%B0%8F%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A 

再生普及行動計画オフィス「みんなで進める！釧路湿原の自然再生」 https://www.kushiro-wanda.com/ 

湿原学習のための学校支援ワーキンググループ「きづく わかる まもる 釧路湿原」http://www.kushiro-ee.jp/index.html 

釧路湿原データセンター http://kushiro.env.gr.jp/ 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/qgmend0000003ppq.html
https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/b0sadt000000avgl.html
https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/b0sadt000000aw30.html
http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/kusiro_fc/committee/index.html
https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/b0sadt000000awjf.html
http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/kk/kkk/dosyaryunyu.htm
http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/ss/srk/kanko/iinkai.htm
https://www.kushiro-wanda.com/kushiro-database01/%E5%86%8D%E7%94%9F%E6%99%AE%E5%8F%8A%E5%B0%8F%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://www.kushiro-wanda.com/kushiro-database01/%E5%86%8D%E7%94%9F%E6%99%AE%E5%8F%8A%E5%B0%8F%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://www.kushiro-wanda.com/
http://www.kushiro-ee.jp/index.html
http://kushiro.env.gr.jp/
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各サイトの様式の統一について 

 

 

 

 

 

参考資料 2 

再生普及小委員会 

釧路湿原の自然再生について、流域内外のたくさんの人々に伝え、環境教育と市民参加を進めて

いくために、他の６つの小委員会と連携して活動します。釧路湿原の応援団「ワンダグリンダ・ププロ

ジェクト」を運営しています。 

 ・・・小委員会の説明 

第 3期再生普及行動計画  ・・・実施計画へのリンクを掲載 

お知らせ  ・・・会議・行事開催案内、新着情報等 

湿原学習のための学校支援ワーキンググループ 

流域の学校教員・教育行政・専門家とともに、学校教育での湿原の活用に向けて、モデル授業の企画・実施、校外学習受け入れ、

教員研修講座、各種教材作成・提供等を行っています。 

 ・・・ＷＧが設置されている場合には当該サイトにリンク 

再生普及事業の実施状況  ・・・各実施計画ごとの進捗状況サイトにリンク 

ｐ8の模式図（協議会・各小委の

構成がわかる図） 

会議開催状況 

第３１回 ２０１８年 ６月２１日（木）  ニュースレター No.31 PDF 3,450MB  議事次第・名簿  配付資料  議事要旨 

第３０回 ２０１７年１２月１５日（金）  ニュースレター No.30 PDF 4,120MB  議事次第・名簿  配付資料  議事要旨 

  ：          ：                     ：                 ：        ：        ： 

  ：          ：                     ：                 ：        ：        ： 

新しい順に一覧形式でリストを記載し、階層は設けずに全てＰＤＦ掲載。 
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事業の進捗状況報告の様式 

 

 

 

 

参考資料３ 
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「再生普及推進のための連携チーム」の設置について 

 

２０１５年 ７月１０日 
釧路湿原自然再生協議会 

再生普及小委員会 決定 

 

１．背景・経緯 

 
〇 釧路湿原自然再生協議会（以下、「協議会」）は、第 21回会合（2015年 3月 16日）で第

3期釧路湿原自然再生普及行動計画（以下、「行動計画」）を採択した。 

 

〇 その際、第 2期行動計画までの推進主体であった「再生普及行動計画ワーキンググループ」

は第 27 回（2015 年 2 月 9 日）を以て終了し、今後は再生普及小委員会が行動計画の推進主

体となること、このために同小委員会内に新たに（仮称）「行動計画推進チーム」を設置し

て小委員会間連携、調整等を行うこと、必要に応じてワーキンググループ等を設置すること、

が併せて了承された。 

 

〇 第 25回再生普及小委員会（2015年 7月 10 日）において、名称を「再生普及推進のための

連携チーム」とすることとされた。 
 

 

２．設置目的 

 

〇 釧路湿原自然再生全体構想（2015年 3月改訂）に基づき、第 3期行動計画の重点分野を小

委員会連携の下に進めるために、自然再生事業実施者等が参画して再生普及小委員会の検
討・協議事項に関する企画立案・調整等を行う。 

 

 

３．構成 

 

〇 再生普及小委員会委員長及び副委員長 
 

〇 釧路湿原自然再生協議会事務局 

 
〇 委員長の判断により必要に応じて関係者に出席を招請 

 

〇 事務局は、環境省釧路自然環境事務所（再生普及小委員会事務局）が担当する 
（日常的には「再生普及行動計画オフィス」（釧路湿原野生生物保護センター内）が担当） 

 

 

４．会合開催方針 

 

〇 本チームは、主として再生普及小委員会開催に先立ち、年 2回程度会合の開催を予定する。 
 

〇 必要に応じて会合を招集、または、小委員会事務局間打合せ等を実施する。 

 

〇 会合開催状況は、再生普及小委員会に報告する。 

 

 

平成２９年５月１８日 一部改定 

参考資料４ 



12 

 

 

 

 

「再生普及推進のための連携チーム」の取組み課題 

 
２０１５年 ７月１０日 

釧路湿原自然再生協議会 

再生普及小委員会 決定 

 

 
１．自然再生の普及のための効果的な情報発信（行動計画 3-2関係） 
 

〇 再生普及小委員会で制作を予定する、釧路湿原の生態系サービスや自然再生を普及するた

めのツール（パンフレット、パネル等）の作成方針を検討する。 

 

〇 自然再生の具体的な計画や実施状況に関する各小委員会及び協議会全体の情報発信、普及

方策に関する評価を共有し改善を検討する。（協議会及び行動計画のホームページの改良等） 

 
 

２．自然再生の環境教育への活用促進（行動計画 3-2関係） 
 
〇 各小委員会による自然再生の環境教育への活用予定、実施状況を毎年度把握し、成果と課

題を共有する。 

 
※ 各小委員会の自然再生の環境教育への活用の可能性や方針について共有し、協議会として

の活用方策を検討する。 

 
 

３．自然再生への地域・市民の参加の促進（行動計画 3-3関係） 
 
〇 各小委員会による自然再生への参加機会づくりや地域・市民によるモニタリング、現地見

学会等の事業計画を収集（情報提供を要請）、集約・共有し、協議会としてまとめて情報発
信していく。 

 

〇 各小委員会の担当分野における、地域・民間主導による自然再生または自然再生に資する

活動（＝いわゆる「小さな自然再生」に相当する活動）に関する事例を収集（情報提供を要
請）し、ワンダグリンダ・プロジェクトへの参加等を促していく。 

 

 
４．その他 

 

〇 釧路湿原自然再生協議会基金の具体的な運営体制を検討する。 

 
〇 上記に関わらず、再生普及小委員会に対する協議会及び各小委員会のニーズを受け、
対応方針等を検討する。 

 
 
 

 

 

平成２９年５月１８日 一部改定 

参考資料 5 
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行動計画オフィスウェブサイト等のリニューアル、学校における湿原学習支援体制について 

 

 

１.行動計画オフィスウェブサイト等のリニューアルについて 

 

昨年度の議論を踏まえて下記 2 サイトの改修、ドメイン登録等を行ったので共有する。 

・オフィス WEB サイト URL：kushiro-wanda.com 

・学校支援 WG WEB サイト URL：kushiro-ee.jp 

 

 

２.学校における湿原学習支援体制について 

 

○背景 

 ・湿原学習のための学校支援ワーキンググループ（以下、学校支援 WG）では、流域における湿

原学習の活性化を目的として、教員研修講座や授業支援を積極的に行っている。 

 ・それらの中で、釧路湿原と地域社会の課題を学ぶ機会として、自然再生事業地を活用したモ

デル授業や教員研修についても実施しており、教員からも一定の評価を得ている。 

 ・一方で、カリキュラムの中でフィールド学習に充分な時間を取ることは容易ではないことや、

学習効果の側面からは、児童に身近な環境を扱う方が教材として適している等の指摘を教員

から受けることも多く、学校から近距離のフィールドを活用することが望まれる。 

 ・これまで、主として学校支援 WG事務局がフィールドワークを企画し現場の案内やレクチャー

を行ってきたが、事業地において実施可能な活動の判断や専門性には限界があり、多様なプ

ログラムを学校に提案し実践を作り出すためには、事業地を所管する各事務局との連携が期

待される。 

 

○連携体制 

再生事業地 各事務局 

・所管する事業地において参加者の年齢や人数等に応じた実施可能な体験活動案、学習可能な内

容、実施条件等の情報提供。 

・教員への提案、調整時における学校支援 WG事務局への各種助言 

・状況に応じて、教員研修やフィールド学習当日における体験活動の指導、レクチャー等の協力。 

・必要に応じて、学校支援 WG 事務局を介した学校からの要望への対応協力。（例：資料提供、出

前授業等） 

再生普及小委員会 学校支援 WG事務局 

・再生事業地各事務局からの提供情報を踏まえて、教員研修講座の企画、教員へのフィールド学

習の提案等 

・教員との意見交換、要望等を踏まえて、フィールド学習の対象事業地事務局と刷り合わせ 

・教員研修、授業支援の実施に係る各種調整、実施当日の対応 

添付資料 


